
議   第   ８８   号   

令和 ４ 年 ２ 月１６日提出   

 

和解の成立について 

 

学校事故における生徒の損害賠償請求事件について、熊本地方裁判所の和解勧告に

従い、次のとおり和解を成立させる。 

 

熊本市長  大 西 一 史   

 

１ 相手方  

熊本市立中学校の生徒であった者及びその両親 

２ 事件名 

  熊本地方裁判所 平成２８年（ワ）第４３５号 損害賠償請求事件 

３ 主な請求内容 

  相手方は、市に対し、相手方のうち熊本市立中学校の生徒であった者に対する金  

３６７８万７３０８円及びその両親に対する各金３００万円並びにこれらに対する

平成２４年５月１６日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払うよう請求

する。 

４ 和解条項 

(1) 市は、相手方に対し、本件和解金として、２０００万円の支払義務があること

を認める。 

(2) 市は、相手方に対し、令和４年３月３１日限り、前号の金員を相手方が指定し

た銀行口座に振り込む方法により支払う。ただし、振込手数料は、市の負担とす

る。 

(3) 市は、相手方に対し、相手方が第１号の和解金とは別に、独立行政法人日本ス

ポーツ振興センターの災害共済給付契約にかかる災害共済給付（障害見舞金）の

請求をすることを認める。 

(4) 市は、第１号の和解金とは別に、保険契約者である全国市長会の引き受け幹事

保険会社に対し、相手方を補償対象者とする全国市長会学校災害賠償補償保険の
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学校災害補償保険の後遺障害補償保険金の請求手続をする。 

(5) 相手方は、その余の請求をいずれも放棄する。 

(6) 相手方及び市は、相手方と市との間には、本件に関し、本和解条項に定めるも

ののほか、何らの債権債務関係がないことを相互に確認する。 

(7) 訴訟費用は、各自の負担とする。 

 

（提出理由） 

  学校事故における生徒であった者等の損害賠償請求事件について、熊本地方裁判

所の和解勧告に従い、和解を成立させるため、地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第９６条第１項第１２号の規定に基づき、市議会の議決を求める必要がある。 

  これが、この議案を提出する理由である。 
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和解の成立について 

 

１ 相手方      

熊本市立中学校の生徒であった者及びその両親 

 

２ 事件名      

熊本地方裁判所 平成２８年（ワ）第４３５号 損害賠償請求事件 

 

３ 主な請求内容   

相手方は、市に対し、相手方のうち熊本市立中学校の生徒であったものに対する金３６ 

７８万７３０８円及びその両親に対する各金３００万円並びにこれらに対する平成２４ 

年５月１６日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払うよう請求する。 

 

４ 事件の概要等 

・平成２４年（２０１２年）５月、当時 熊本市立中学校に在籍していた当該生徒が、体

育大会に向け、組体操の２人組での技を練習中に、土台となる生徒から落下して頭を打

ち、急性の硬膜下血腫などの傷病を負った事案。 

・平成２８年（２０１６年）６月、相手方が、本市に対し、教諭らの安全配慮義務違反を

理由に、国家賠償法に基づく損害賠償請求訴訟を熊本地裁に提起。 

・本市は、後遺障害の程度について疑義がある等を主張して、請求棄却を求めてきた。 

・令和３年（２０２１年）９月、熊本地方裁判所から和解について提案があり、令和４年

（２０２２年）１月の第３４回期日にて和解内容がまとまった。 

 

【和解事項】 

  議案のとおり 




